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10月23日に松尾ふれあい館で開催された、「エンジョ
イダンスワークショップ」の講師で、ＴＲＦのダンサーと
して活躍されるＳＡＭさんを、松尾公民館ダンススタジ
オにお招きして、ＳＡＭさんのダンスに対する取り組み、
ダンスの魅力などについて、お伺いしました。
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︱
ダ
ン
ス
の
魅
力
と
は

音
楽
さ
え
あ
れ
ば
、
体
一
つ
で
無
限
の

表
現
が
で
き
る
ん
で
す
ね
。
人
間
の
身

体
っ
て
不
思
議
で
、
色
々
な
動
き
が
で
き

る
の
で
、
追
求
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
楽
し
く

な
る
の
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

︱
な
ぜ
、
シ
ニ
ア
向
け
の
ダ
ン
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
ら
れ
た
の
で
す
か

僕
の
実
家
が
病
院
を
経
営
し
て
い
ま
し

て
、
医
療
費
の
問
題
と
か
、
介
護
の
問
題

を
耳
に
し
て
い
ま
す
か
ら
、
少
し
で
も
シ
ニ

ア
の
方
に
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
、「
ダ
レ
デ
モ
ダ
ン
ス
」と
い
う
一
般
社

団
法
人
を
立
ち
上
げ
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ

ア
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
ま
し
た
。

︱
ダ
ン
ス
を
す
る
う
え
で
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
は

音
楽
に
身
を
任
せ
て
し
っ
か
り
踊
り
、

音
を
体
の
中
に
入
れ
る
と
い
う
感
覚
を
大

切
に
し
て
、
そ
の
感
覚
を
大
事
に
し
て
踊

る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

︱
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」で
参
加
者
に
感
じ
て
し
ほ
し
い
こ
と
は

子
ど
も
達
に
は
楽
し
く
ダ
ン
ス
し
て
も

ら
い
た
く
て
、
ま
ず
は
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
教
え
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ダ

ン
ス
の
カ
ッ
コ
い
い
と
こ
ろ
を
覚
え
て
、

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

シ
ニ
ア
に
関
し
て
は
、
ダ
ン
ス
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
気
持
ち
が
元
気
に
な
っ
た

り
、
明
る
く
な
っ
た
り
、
楽
し
く
な
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
く
上
で
必
要
な

動
き
を
考
え
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
リ
ズ

ム
に
乗
っ
て
踊
る
こ
と
で
、
体
が
元
気
に

な
っ
て
い
く
こ
と
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

エ
ン
ジ
ョ
イ
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
松
尾
ふ
れ
あ
い
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
大
勢
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。（
10
月
23
日
）

エ
ン
ジ
ョ
イ
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

�

参
加
者
募
集

期　
日　
１
月
21
日
㈯

場　
所　
松
尾
ふ
れ
あ
い
館
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
資
格　
シ
ニ
ア
の
部　
市
内
在
住
、

在
勤
の
50
歳
以
上
の
方

中
高
生
の
部　
市
内
在
住
、
在
学
の
中
高

生
で
ダ
ン
ス
経
験
２
年
以
上
の
方

定　
員　
シ
ニ
ア
の
部　
１
５
０
人

　
　
　
　
中
高
生
の
部　
１
０
０
人

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
12
月
５
日
㈪
～
25
日
㈬

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
企
画
政
策
課
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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歳 入 歳 出
合 計 予算現額

111億8,859万円

53億7,912万円
34億1,543万円
14億6,093万円

8億2,685万円
5億2,007万円
2億5,392万円
6億8,306万円
2億1,733万円

70億0,197万円
48億7,287万円
37億2,722万円
9億8,062万円

24億1,880万円
0万円

14億 700万円
6億2,157万円

34億2,371万円
13億2,564万円
67億2,753万円
28億6,583万円
19億 367万円

8億1,299万円
9億5,807万円
3億6,128万円

29億　566万円
4億 706万円

11億7,536万円
5億4,348万円

28億4,201万円
9億2,185万円

26億6,216万円
13億3,404万円

（63.5%）

（56.6%）

（48.8%）

（31.8%）

（69.6%）

（26.3%）

（0.0%）

（44.2%）

（38.7%）

（42.6%）

（42.7%）

（37.7%）

（14.0%）

（46.2%）

（32.4%）

（50.1%）

225億9,817万円
合 計

85億7,217万円
（収納率）

（49.5%）

（執行率）

（37.9%）

市 税

諸 収 入

地 方 交 付 税

市 債

そ の 他 ※

繰 入 金
繰 越 金 民 生 費

衛 生 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

そ の 他 ※

議 会 費
総 務 費

農 林 水 産 業 費
商 工 費

国 庫 支 出 金
県 支 出 金

分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入・寄附金

※その他＝地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡
所得割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動
車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

※赤字が生じない場合は「－」で表示、参考値の黒字比率を（△）内に表示
＊1 普通会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率
＊2 すべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率
＊3 借金の返済額等の大きさから資金繰りの危険度をみる比率
＊4 市が抱える負債の残高から将来財政への圧迫度をみる比率
＊5 企業会計の資金不足割合から経営状況の深刻度をみる比率

※その他＝災害復旧費、公債費、諸支出金、予備費

歳 入
歳 出

41億 6,916万円
41億 4,068万円

予算現額　　　　
94 億 5,166万円

（44.1%）
（43.8%）

歳 入
歳 出

5,495万円
5,176万円

予算現額　　　　
1 億 4,500 万円

（37.9%）
（35.7%）

歳 入
歳 出

1 億 4,235 万円
　　7,713 万円

予算現額　　　　
4 億 7,760 万円

（29.8%）
（16.1%）

歳 入
歳 出

22 億 6,332万円
18 億 1,895万円

予算現額　　　　
48 億 4,288万円

（46.7%）
（37.6%）

国民健康保険特別会計（事業勘定）

国民健康保険特別会計（施設勘定）

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

歳 入
歳 出

1 億 3,924万円
　　6,535 万円

予算現額 　　　
2 億 3,000 万円

（60.5%）
（28.4%）

歳 入
歳 出

3,688万円
3,688万円

予算現額 　　　
1 億 2,383万円

（29.8%）
（29.8%）

歳 入
歳 出

1 億 4,268 万円
1 億 1,990 万円

予算現額 　　　
2 億 7,180 万円

（52.5%）
（44.1%）

組合立国保成東病院事業清算事務特別会計

地方独立行政法人さんむ医療センター公債管理特別会計

農業集落排水事業特別会計

実 質 赤 字 比 率 ＊1

連結実質赤字比率 ＊2

実質公債費比率 ＊3

将 来 負 担 比 率 ＊4

単位：％

－

－

－

早期健全化基準

20.00

30.00

35.0

－

予算現額 収入額・支出額（　）収納・執行率

【特別会計】

すべての比率で基準をクリアしました。

　市民の皆さんに、市の財政状況をご理解いただくために、一般会計などの執行状況をお知らせします。
今回は平成 28 年度上半期（４月～９月末）の予算の執行状況の概要です。

　平成 28 年度一般会計予算は当初 213 億 9,800 万円から９月までに 4,410 万円の増額補正を行い、
214 億 4,210 万円となりました。なお、前年度繰越額 11 億 5,607 万円を含めた総額は 225 億 9,817 万
円となりました。
　歳入は、収入済額が 111 億 8,859 万円で、予算に対して 49.5％の収納率となっています。前年度と比べ
て、1.0 ポイントほど収納率が上がっています。
　歳出は、支出額が 85 億 7,217 万円で、予算に対して 37.9％の執行率となっています。前年度と比べて、
2.1 ポイントほど執行率が下がっています。

【一般会計】　  　財政課　☎0475（80）1121

平成28年度　上半期の予算執行状況平成28年度　上半期の予算執行状況

山武市 財政再生基準

12.80

17.80

25.0

350.0

（△5.77）

（△20.07）

（△21.8）

10.3

資 金 不 足 比 率 ＊5 －
経営健全化基準

水道事業会計
農業集落排水事業会計

山武市 備考
20.0
20.0－

「早期健全化基準」とは…
いわばイエローカードともいうべきものです。
4 つの指標のうち、1 つでもこの基準以上となった市町村は、「早期
健全化団体」となり、財政健全化計画を策定して自主的に財政の健全
化に取り組むことになります。

「財政再生基準」とは…
いわばレッドカードともいうべきものです。
将来負担比率を除く 3 つの指標のうち、1 つでもこの基準以上と
なった市町村は、「財政再生団体」となり、財政再生計画を策定して、
国の監督の下で財政再建に取り組むことになります。

平成27年度 決算に係る財政健全化判断比率および資金不足比率平成27年度 決算に係る財政健全化判断比率および資金不足比率

問 　総務課　☎0475（80）1117問

採用者数（派遣含む）

退職者数（派遣含む）

人　数

25

36

平均年齢（歳）
  平均給与

月額（円） 給 料（円）諸手当（円）

第１　職員の任免および職員数の状況
採用・退職者数について（平成27 年度）

第２　職員の給与状況　
1  一般行政職員の平均給与月額など

平 成 2 8 年
４月１日現在
平 成 2 7 年
４月１日現在

42.8

43.0

382,087

423,613

330,600

332,248

51,487

91,365

研修場所 研 修 内 容

種　類 受益者数 内 容

第６　職員の研修および勤務成績の評定状況

開始時刻 終了時刻 休 憩

8：30 17：15 12：00 ～13：00

第３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
勤務時間の状況（平成28 年 4 月1日現在）

降 任

0
免 職

0
休 職

2
降 給

0

第４　職員の分限および懲戒処分の状況
1  職員の分限処分の状況（平成 27 年度） （人）

（人）

（件）

（件）

戒 告

1
減 給

1
停 職

0
免 職

0

2  職員の懲戒処分の状況（平成 27 年度） （人）

平均使用日数 ( 日）

8.9
消 化 率（％）

23.3

第５　職員の服務の状況
1  年次休暇の状況（平成 27 年）

平均年齢（歳）
  平均給与

月額（円） 給 料（円）諸手当（円）

2  技能労務職員の平均給与月額など

平 成 2 8 年
４月１日現在

結 核 検 診
生活習慣病予防検査
職員厚生会補助金

262
268
447

胸部X線撮影
問診、血圧、血液、尿、心電図検査等（人間ドック受診者除く）
山武市職員厚生会へ補助金　1,565千円

平 成 2 7 年
４月１日現在

57.2

56.6

301,105

322,451

285,371

284,300

15,734

38,151

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数うち両休業取得者数

2  育児休業および部分休業の状況（平成 27 年）

0

10

0

0

0

2

男性職員

女性職員

千 葉 県
自 治 研 修
セ ン タ ー

山 武 郡 市
広域行政組合

市町村アカデミー

市 役 所 内
講 演 会

市役所内研修

合同講演会

管理職能力開発コース

能 力 開 発コース

基礎能力開発コース

実 務 遂 行 能 力
開 発 コ ー ス

課長研修、課長補佐研修、新任係長研修、災害危
機管理研修、ハラスメント防止研修

財政政策研修、ファシリテーション研修、住民協
働推進研修

公共施設の有効活用、災害に強い地域づくり

新規採用職員研修、初級職員研修、中級職員基礎研修、中級職員応用研
修、中堅職員基礎研修、中堅職員応用研修、管理職研修、人事評価研修

新規採用職員研修、自衛隊生活体験研修、業務改善研修、特定個人情報
取扱研修

これからの高齢化社会をどう立ち向かうか

東日本大震災における海上自衛隊の活動
経済のしくみを知って賢く暮らそう
目標達成のために
生活支援ロボット・介護支援ロボットの現状と課題
スリランカから見た日本
グローバルエイジング時代における日本と世界一高齢化先進国日本に何
ができるか、何をすべきか
海外ボランティア体験について
職場のメンタルヘルス
地方創生と評価学
これからの防災、危機管理

行政課題調査研究

地方税総則講座、固定資産税関連講座

簿記研修、災害危機管理研修、行政広報研修、農
政研修、税務事務研修、固定資産税研修、市町村
民税研修、債権管理・回収（基礎）研修、戸籍事
務研修、公会計基礎研修、財務事務研修、契約事
務研修、監査事務研修

タイムマネジメント研修、ロジカルライティング
研修、クレーム対応研修、コミュニケーションス
キルアップ研修、コンプライアンス研修、プレゼ
ンテーション研修、業務マニュアル作成研修

職員の勤務能率の向上および増進を目的に、千葉県自治
研修センター、市町村アカデミーおよび山武郡市広域行政
組合等において研修を実施。

第７　職員の福祉および利益の保護の状況
1  福利厚生（平成 27 年度実績）

第８　公平委員会における業務の状況
1  勤務条件に関する措置の要求（平成 27 年度）

加入団体名 対象件数 内 容
地方公務員災害補償基金等 公務中、通勤途上のけが3

措置要求件数 措置の要求内容
0 ―

（件）2  不利益処分に関する不服申立て（平成 27 年度）
不服申立て件数 不服申立ての内容

0 ―

2  公務災害補償（平成 27 年度実績）

　地方公務員法第58条の２の規定により、平成27年度における山武市人事行政の運営等の
状況を公表します。

平成 27年度　山武市人事行政の運営等の状況平成 27年度　山武市人事行政の運営等の状況

政　策　研　究

講座・セミナー
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勤務時間の状況（平成28 年 4 月1日現在）

降 任

0
免 職

0
休 職

2
降 給

0

第４　職員の分限および懲戒処分の状況
1  職員の分限処分の状況（平成 27 年度） （人）

（人）

（件）

（件）

戒 告

1
減 給

1
停 職

0
免 職

0

2  職員の懲戒処分の状況（平成 27 年度） （人）

平均使用日数 ( 日）

8.9
消 化 率（％）

23.3

第５　職員の服務の状況
1  年次休暇の状況（平成 27 年）

平均年齢（歳）
  平均給与

月額（円） 給 料（円）諸手当（円）

2  技能労務職員の平均給与月額など

平 成 2 8 年
４月１日現在

結 核 検 診
生活習慣病予防検査
職員厚生会補助金

262
268
447

胸部X線撮影
問診、血圧、血液、尿、心電図検査等（人間ドック受診者除く）
山武市職員厚生会へ補助金　1,565千円

平 成 2 7 年
４月１日現在

57.2

56.6

301,105

322,451

285,371

284,300

15,734

38,151

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数うち両休業取得者数

2  育児休業および部分休業の状況（平成 27 年）

0

10

0

0

0

2

男性職員

女性職員

千 葉 県
自 治 研 修
セ ン タ ー

山 武 郡 市
広域行政組合

市町村アカデミー

市 役 所 内
講 演 会

市役所内研修

合同講演会

管理職能力開発コース

能 力 開 発コース

基礎能力開発コース

実 務 遂 行 能 力
開 発 コ ー ス

課長研修、課長補佐研修、新任係長研修、災害危
機管理研修、ハラスメント防止研修

財政政策研修、ファシリテーション研修、住民協
働推進研修

公共施設の有効活用、災害に強い地域づくり

新規採用職員研修、初級職員研修、中級職員基礎研修、中級職員応用研
修、中堅職員基礎研修、中堅職員応用研修、管理職研修、人事評価研修

新規採用職員研修、自衛隊生活体験研修、業務改善研修、特定個人情報
取扱研修

これからの高齢化社会をどう立ち向かうか

東日本大震災における海上自衛隊の活動
経済のしくみを知って賢く暮らそう
目標達成のために
生活支援ロボット・介護支援ロボットの現状と課題
スリランカから見た日本
グローバルエイジング時代における日本と世界一高齢化先進国日本に何
ができるか、何をすべきか
海外ボランティア体験について
職場のメンタルヘルス
地方創生と評価学
これからの防災、危機管理

行政課題調査研究

地方税総則講座、固定資産税関連講座

簿記研修、災害危機管理研修、行政広報研修、農
政研修、税務事務研修、固定資産税研修、市町村
民税研修、債権管理・回収（基礎）研修、戸籍事
務研修、公会計基礎研修、財務事務研修、契約事
務研修、監査事務研修

タイムマネジメント研修、ロジカルライティング
研修、クレーム対応研修、コミュニケーションス
キルアップ研修、コンプライアンス研修、プレゼ
ンテーション研修、業務マニュアル作成研修

職員の勤務能率の向上および増進を目的に、千葉県自治
研修センター、市町村アカデミーおよび山武郡市広域行政
組合等において研修を実施。

第７　職員の福祉および利益の保護の状況
1  福利厚生（平成 27 年度実績）

第８　公平委員会における業務の状況
1  勤務条件に関する措置の要求（平成 27 年度）

加入団体名 対象件数 内 容
地方公務員災害補償基金等 公務中、通勤途上のけが3

措置要求件数 措置の要求内容
0 ―

（件）2  不利益処分に関する不服申立て（平成 27 年度）
不服申立て件数 不服申立ての内容

0 ―

2  公務災害補償（平成 27 年度実績）

　地方公務員法第58条の２の規定により、平成27年度における山武市人事行政の運営等の
状況を公表します。

平成 27年度　山武市人事行政の運営等の状況平成 27年度　山武市人事行政の運営等の状況

政　策　研　究

講座・セミナー
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成
東
地
域

内
田　
芳
雄	

姫
島
、
昭
和

関
屋　
順
子	

根
蔵
、
宮
前

長
谷
川　
實	

辺
田（
一
、
二
）

伊
藤　
和
代	

愛
宕
台

谷
本　
清
美	

富
士
見
台

三
好　
留
美
子	

上
町（
西
、東
）、下
町（
一
、二
）

並
木　
三
喜
男	

下
町（
三
、
四
、
五
）

鴇
﨑　
あ
き
子	

島

土
屋　
長
矩	
殿
台

林　
　
郁
夫	
ダ
イ
ア
パ
レ
ス

稗
田　
　
寛	

新
町

鈴
木　
和
子	

東
町（
一
、
二
丁
目
）

田
澤　
　
信	

東
町（
三
、
四
丁
目
）

宮
野　
祥
子	

津
辺
、
市
場
、
親
田
、
川
崎

小
川　
信
子	

和
田
、
和
田
東

岡
山　
敏
博	

板
附
、
湯
坂

木
内　
國
司	

野
掘
、
嶋
戸
、
真
行
寺
、
新
泉

川
嶋　
康
昭	

富
田
西
、
富
田
有
三

浅
野　
志
津
恵	

富
田
東

戸
村　
　
薫	

寺
崎
、
早
船
南

鈴
木　
康
夫	

早
船
北
、
柴
原

相
原　
茂
雄	

原
横
地
、
富
田
幸
谷

長
谷
川　
行
夫	

上
里
区

秋
葉　
恵
美
子	

小
柳

長
谷
川　
衛	

寺
川

鈴
木　
良
一	

下
横
地
、
草
深

布
留
川　
芳
子	

五
木
田（
一
、
二
）

佐
々
木
万
里
子	

小
泉
、
富
口
十
一

宇
津
木　
重
信	

富
口
十
区

浅
野　
宗
子	

白
幡
東

宇
津
木　
文
雄	

白
幡
西

恩
田　
百
合
子	

白
幡
住
宅

峯　
　
育
代	

白
幡
南

櫻
田　
武
央	

白
幡
北

田
所　
　
享	

本
須
賀（
岡
一
、
岡
二
）

岡
田　
　
勝	�



白
幡
納
屋
、
本
須
賀
納
屋（
北
川
岸
、
中
川
岸
）

平
山　
寿
美
恵�

本
須
賀
納
屋（
東
南
川
岸
、
大
南
川
岸
）

伊
　
和
一	

木
戸
岡
、
木
戸
浜

齋
　
朝
一	

小
松
岡
、
小
松
浜
、
道
面

伊
　
敏
子	

北
中
谷（
北
之
里
、
中
谷
）、
宿
関

篠
﨑　
　
修	

中
谷
之
下（
岡
、
浜
）

埴
谷　
　
實	

宿
之
下（
岡
、
浜
）

𫝆
関　
幸
雄	

六
区（
相
台
、
瓜
花
、
荒
場
、
川
代
）

大
木　
一
馬	

関
之
下（
岡
、
浜
）

代　
一
夫	

井
之
内
岡
、
六
軒
家
、
諏
訪
台

土
屋　
祐
英	

井
之
内
浜

矢
光　
素
子	

主
任
児
童
委
員

浅
野　
潤
子	

主
任
児
童
委
員

石
橋　
篤
子	

主
任
児
童
委
員

山
武
地
域

並
木　
　
誠	

白
玉

矢
越　
弘
子	
洋
光
台
、
美
杉
野

奧
秋　
朝
子	
外
野

蕨　
　
健
𠮷	
諸
木
内
、
井
ﾉ
上

黒
相　
和
子	

宿
、
坂
ノ
上

馬
渡　
竜
彦	

東
寺
ヶ
台

雲
地　
英
子	

向
寺
ヶ
台

岩
　
葉
子	

戸
田

川
面　
よ
し
子	

麻
生
新
田

叶
屋　
敬
子	

板
川
、
中
津
田

鈴
木　
　
仁	

板
中
新
田

小
関　
祐
子	

東
横
田
、
西
横
田
、
平
沢

越
川　
富
美
子	

実
門
、
中
野
台
、
横
田
台

佐
々
木　
昭
男	

北
横
田

貫
井　
訓
子	

東
沖
渡
、
北
沖
渡
、
横
田
、
緑
ｹ
丘
、
横
田
入

岩
井　
弥
生	

西
沖
渡

山
之
口　
國
雄	

下
辺
田
、
大
木
台

遠
藤　
カ
ヨ
子	

大
口
、
横
堀
台

酒
匂　
一
史	

野
馬
木
戸
、
神
野

涌
井　
洋
子	

細
田
、
松
崎

佐
久
間　
功	

岩
ﾉ
谷
、
花
見
谷
、
浅
間
脇

加
瀬　
桂
子	

京
増（
１
、
２
）

宍
倉　
す
み
子	

古
宿
、
さ
ぎ
山
台
、
新
田
、
蔵
持
、
合
名
、
中
台
、
天
ケ
台

川
嶋　
信
治	

宮
田
、
木
原
山

尾
髙　
妙
子	

椎
崎
西
部

向
後　
裕
代	

日
向
台

井
上　
　
満	

日
向
台

布
留
川　
裕
子	

椎
崎
東
部

石
田　
　
清	

矢
部
、
古
内
、
高
浪

江
口　
沖
夫	

金
ヶ
谷
、
東
台

並
木　
清
治	

城
府
、
山
支
、
森
台
、
本
郷

中
嶋　
久
雄	

雨
坪
、
武
勝
、
下
布
田
、
植
草

澤
野　
栄
男	

主
任
児
童
委
員

志
賀　
智
美	

主
任
児
童
委
員

松
尾
地
域

石
井　
憲
吾	

山
室
、
引
越

金
子　
　
敏	

谷
津
、
古
和

戸
村　
幸
子	

上
大
蔵
、
下
大
蔵
、
遠
久
田

伊
藤　
靜
男	

金
尾
、
小
川

太
田　
光
江	

蕪
木

小
梛　
と
し
え	

押
辺
、
新
堀
、
長
谷
、
第
四

萩
本　
京
子	

琴
平

大
　
　
孝	

八
重
田
、
生
子
宿

伊
𣘺　
　
茂	

猿
尾

川
島　
芳
典	

五
反
田

鈴
木　
敏
雄	
五
反
田

伊
藤　
ひ
ろ
美	

祝
田
、
本
水
深
、
水
深

花
　
信
幸	

田
越
、
大
堤

川
島　
　
眞	

寿
町

羽
賀　
彦
和	

松
尾
、
富
士
見
台

髙
知
尾　
敬
子	

広
根
、
下
野

平
澤　
延
子	

折
戸
、
下
之
郷

加

岡　
玉
枝	

借
毛
本
郷

飯
岡　
き
い	

高
富
西

井
部　
ミ
サ
ヲ	

高
富
東

有
賀　
浩
江	

本
柏
、
木
刀

齊
　
英
雄	

武
野
里

鈴
木　
喜
美
江	

主
任
児
童
委
員

櫻
井　
美
鈴	

主
任
児
童
委
員

蓮
沼
地
域

善
塔　
　
雄	

東
殿
下
、
中
殿
下
、
北
殿
下

笹
川　
勝
男	

石
𣘺　
義
明	

上
川
下
、
東
川
下
、
南
川
下

秋
葉　
俊
雄	

中
下
南
、
中
下
北
、
中
下
中
、
中
下
新
田

髙
宮　
義
夫	

中
下
西
、
西
浜

上
代　
と
み
江	

南
浜
中
、
平

小
川　
美
智
子	

南
浜
北
、
南
浜
南

𣘺
本　
藤
枝	

南
九
区

小
川　
益
男	

西
岡
、
南
八
区

小
川　
捷
二	

中
根

漆
戸　
　
洋	

上
谷
、
殿
台

川
島　
義
則	

川
面
、
十
二
区

伊
藤　
良
成	

主
任
児
童
委
員

金
　
文
子	

主
任
児
童
委
員

任期は平成28年12月1日から平成31年11月30日までです。相談された方の情報は守秘義務により守られます。（敬称略）
� 　社会福祉課　　☎0475（80）2612

民生委員・児童委員を紹介します
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行政からの
お知らせ

information

津
波
避
難
の
た
め
の
機
能
を
備
え
た
複
合
施
設
を
整
備
し
ま
す

蓮
沼
地
域
は
、
東
日
本
大
震
災
時
に

津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
お
り
、
今

後
予
測
さ
れ
る
巨
大
地
震
に
つ
い
て
も

甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
津
波
に
よ
る
浸
水
を
想
定

し
、
避
難
に
必
要
な
高
さ
を
確
保
し
た

（
仮
称
）蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し

ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
蓮
沼
地
域
の
中
核
的

施
設
で
あ
る
道
の
駅
オ
ラ
イ
は
す
ぬ
ま

に
近
接
す
る
蓮
沼
出
張
所
跡
地
に
整
備

し
、
平
常
時
は
地
域
の
活
性
化
に
寄
与

し
、
併
せ
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
が
図
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

◆
施
設
概
要

防
災
機
能　
避
難
用
の
屋
外
階
段
・
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
し
、
４
階
に
は
備
蓄

倉
庫
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
停
電
時

に
は
非
常
用
発
電
機
に
よ
り
、
３
階

以
上
の
必
要
最
小
限
の
照
明
お
よ
び

電
源
を
利
用
で
き
、
屋
上
タ
ン
ク
か

ら
水
の
供
給
も
で
き
ま
す
。

１
・
２
階　
農
業
と
観
光
を
組
み
合
わ

せ
て
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
場
、
地

域
活
性
化
の
場
と
し
て
、
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
タ
ジ
オ
、イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、

多
目
的
ス
タ
ジ
オ
を
設
け
ま
す
。

３
階　
地
域
に
親
し
ま
れ
る
公
民
館
と

し
ま
す
。
和
室
、
会
議
室
、
調
理
実

習
室
、図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

４
・
５
階　
市
民
の
方
の
健
康
・
体
力

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
器
具
の
設
置
や
体
操
教
室
等

を
行
う
ス
タ
ジ
オ
を
設
け
ま
す
。

新
た
な
施
設
は
、
今
年
度
中
に
工
事

に
着
手
し
、
平
成
29
年
度
中
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
広
報
さ
ん
む
」

に
お
い
て
引
き
続
き
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。

T 

企
画
政
策
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
３
１

第６回いちごの里さんむＳ１グランプリ出店者募集
今年で６回目の開催となるＳ１グランプリ。平成29年３月11日㈯の開催に向け出店者を募集します。
目指せグランプリ！たくさんのご応募お待ちしております。

完成イメージ

○応募方法
　�　応募用紙に必要事項を記入の上、下
記応募先までお送りください。

　�　応募用紙は山武市成東観光苺組合、
山武市、NPO法人山武市観光協会のホー
ムページからダウンロードするか、直
接お問い合わせください。

○応募締切　12月26日㈪
○審査日時　�平成29年３月11日㈯雨天決

行（荒天中止）
　来場者の投票によりグランプリ決定
　特別審査員（予定）
　 �山武市長・山武市議会議長・山武市経
済環境部長・山武市観光協会長・山武
市商工会長・千葉県菓子工業組合長

○応募先
〒289-1392　千葉県山武市殿台296　
いちごの里S１グランプリ事務局　宛
（山武市わがまち活性課内）
T　わがまち活性課　☎0475（80）1201

○募集対象
　・山武市産のいちごを使用したスイーツを提供できる事業者
○募集出店数
　・20店舗（予定）
○参加条件
　・�いちごを使用したスイーツを一口サイズで200食以上用意
できること（上限は自由）。

　・スイーツは一食300円を上限とし販売すること。
○�出店料
　・�出店が決定した場合、ブース出店料として1,000円をいた
だきます。なお、売上マージンは徴収いたしません。

○�注意事項
　・�応募者多数の場合は厳正な審査のもと出店者を決定します。
　・�売れ残りによる損害については、実行委員会は一切の責任
を負いません。

　・原材料となるいちごは山武市内で購入していただきます。
　・�審査員、来賓用に一部無償にて商品提供していただきます。
　・交通費、宿泊費等は自己負担となります。


